
 

 

（様式１） 
日本排尿機能学会 専門医申請書（記入例） 

西暦 20XX 年  月  日 
 

ふりがな      はいにょう  たろう 

氏 名     排尿   太郎       
 
〒    － 
自宅住所   
 
所属施設名 日本排尿病院 
 
標榜診療科名 泌尿器科 
 
〒 ○○○－×× 
所属施設所在地    東京都千代田区霞が関 1-4-2 
 
本学会会員番号 00XX（H00）または XXXXXX               
 
Tel:                   Fax:                 E-mail:  
 
備考 
1 提出先        日本排尿機能学会事務局 

〒100-0013  

東京都千代田区霞が関 1-4-2 大同生命霞が関ビル 

日本コンベンションサービス株式会社内 

「日本排尿機能学会専門医制度委員会」宛 

2 期日              毎年 9 月 1 日から 10 月 31 日（必着）までに、簡易書留郵便による。 

期日を過ぎれば翌年の審査となる。 

3 書類              指定以外の書類の使用や誤記、不備の場合には審査の対象とならない。 

4 泌尿器科        専従でなくてもよい。 

 



 

 

略  歴（記入例） 
      

     氏名   排尿 太郎   西暦 1945 年 2 月 29 日生               

 
 1969 年 03 月  最終学歴 泌尿大学医学部医学科卒業 
 1969 年 05 月  医籍登録 No.50XXX26 
 1969 年 09 月  国立泌尿病院 泌尿器科勤務 
 1970 年 04 月  泌尿大学 泌尿器科勤務 
 1972 年 05 月  日本排尿病院 
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月   
   年  月  日本泌尿器科学会専門医登録 No. 
  
 
本学会会員歴  会員番号 00XX（H00）  通算 15 年間 
 
下部尿路機能障害に関する経歴         通算 15 年間 
 

（臨床   13 年間） 
                    （研究    2 年間）  
 

 

 

 

 



 

 

代議員による推薦状 
 

推薦状（記入例） 
 
日本排尿機能学会専門医制度委員会 殿 
 
 
 私は  排尿太郎 医師（所属： 日本排尿病院  泌尿器科）を本学会の

専門医に推薦いたします。 
 
 私は上記医師が日本排尿機能学会専門委制度委員会に提出する申請書の下部

尿路機能障害に関する経歴および業績に関する全てについて間違いのないこと

を保証し、本学会の専門医になることにふさわしいと思われ推薦いたします。 
 
 
       西暦20XX 年  X月 X日  署名  泌尿 花子    印 
                         所属 国立排尿病院 泌尿器科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

代議員による推薦状 
 

推薦状（記入例） 
 
日本排尿機能学会専門医制度委員会 殿 
 
 
 私は  排尿太郎 医師（所属： 日本排尿病院  泌尿器科）を本学会の

専門医に推薦いたします。 
 
 私は上記医師が日本排尿機能学会専門委制度委員会に提出する申請書の下部

尿路機能障害に関する経歴および業績に関する全てについて間違いのないこと

を保証し、本学会の専門医になることにふさわしいと思われ推薦いたします。 
 
 
       西暦20XX 年  X月 X日  署名  日本 太郎    印 
                         所属 泌尿大学 泌尿器科 

 
 



 

 

日本排尿機能学会学術大会 参加証コピー記録 
 

1、        年、第   回参加 
2、        年、第   回参加 
3、        年、第   回参加 
4、        年、第   回参加 
5、        年、第   回参加 

 
※参加証または参加を証明する書類の添付（縮小コピー可） 
 



 

 

日本排尿機能学会 JCS 専門医セミナー（旧 認定医セミナー）  
参加証コピー記録 

 
本会の JCS 専門医セミナー参加証のコピーを添付すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 

 

日本排尿機能学会学術集会での発表 
 

発表の記録掲載頁のコピーを添付し、発表者全員の氏名、演題名、発表内容、発表月日

が明確となるようにすること。（学会名（回数）、発表月日を記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

他の学術集会への参加証明 
 

参加証をコピーして添付すること。拡大または縮小してもよい。 
 
 



 

 

取得した研修単位 
 
１． 学術集会等への参加 
 
  (1) 1 回参加 15 単位 

日本排尿機能学会学術集会    計    単位   
 
 

 (2) 1 回参加 5 単位      計    単位 
  （内訳）  

International Continence Society Annual Meeting      単位 
International Urogynecological Association Annual Meeting     単位 
American Urological Association Annual Meeting      単位 
European Association of Urology Annual Meeting      単位 

     国際泌尿器科学(SIU)         単位 
      Pan-Pacific Continence Society (PPCS) Meeting      単位 

日本泌尿器科学会（総会、東部、中部、西部総会）       単位 
日本老年泌尿器科学会         単位 
日本女性骨盤底医学会         単位 
日本骨盤臓器脱手術学会         単位  
日本脊髄障害医学会         単位 
 

 
２．排尿機能学会における学術演題の発表 
 

筆頭演者（1 演題 10 単位）    計    単位 
共同演者（1 演題  3 単位）    計    単位 

 
 
３．排尿機能障害に関する学術論文の掲載（原著、総説、症例報告に限る） 
 

(1) 日本排尿機能学会雑誌、LUTS、Neurourology & Urodynamics 
   Journal of Urology、European Urology、Urology、BJU International、 

International Journal of Urology などの英文雑誌    
  

筆頭著者（1 論文 10 単位）    計    単位 
共同著者（1 論文  3 単位）    計    単位 
      

 
(2) その他の雑誌 
 

筆頭著者（1 論文 5 単位）    計    単位 
共同著者（1 論文 2 単位）    計    単位 
        

 
 
                      総計    単位



 

 

申請審査料の納付証明 
 
振込終了証明のコピーを添付すること。 

 
 

 

 

 


